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12月定例会 主な内容

2
4
12

9,628万円 平成23年度一般会計補正予算を可決！
ここが聞きたい （一般質問）

なんばしようと？（守母神社大祭）

須恵町の地域の特色や伝統行事
等を紹介します。そこで今回は、
“守母神社大祭”ってなんばしようと？祠

ほこら

内に奉納されている土人形

御神体の前に建てられた祠
ほこら

　

甲
植
木
区
の
道
林
寺
住
職
の
貝
野
さ
ん
、
総

代
の
御
手
洗
さ
ん
、
世
話
役
の
黒
木
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

守
母
神
社
は
昭
和
の
森
公
園
の
奥
、
大
谷
池

の
頭
に
あ
り
、
高た

か

鳥と
り

居い

城じ
ょ
う

主
の
嫡ち

ゃ
く
し子

の
乳
母
で

あ
っ
た
「
天
眼
慈
照
禅
尼
守
母
大
菩
薩
」
を

祀ま
つ

っ
て
い
ま
す
。

　

大
祭
は
毎
年
４
月
23
～
24
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　　

高
鳥
居
城
「
岳
城
」
に
は
、
哀
し
い
古
い
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

　

時
は
天
文
20
年
９
月
の
こ
と
、
高
鳥
居
城
が

反
逆
に
遭あ

い
落
城
と
な
り
ま
す
。

　

城
主
に
は
幼
き
男
の
子
が
お
り
、
そ
の
子
を

守
る
べ
く
乳
母
に
菩
提
寺
で
あ
る
植
木
霊
樹
山

道
林
寺
の
和
尚
に
託
す
よ
う
命
を
授
け
ま
す
。

　

そ
こ
へ
向
か
う
夜
道
、
敵
に
追
わ
れ
大
谷
の

岩
陰
に
潜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
眠
っ
て
い
た
幼
君
が
無
心
に
泣
き
声

を
発
し
て
し
ま
い
、
そ
の
声
を
聞
い
た
敵
に
発

見
さ
れ
討
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

乳
母
は
「
私
が
幼
君
の
夜
泣
き
を
さ
せ
な
け

れ
ば
無
事
に
道
林
寺
ま
で
逃
れ
た
の
に
」
と
悲ひ

憤ふ
ん

の
涙
に
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
私
は
こ
の
地
で
果
て
て
も
必
ず
や

万
民
の
母
と
な
っ
て
幼
児
を
守
り
、
夜
泣
き
は

絶
対
に
さ
せ
な
い
」
と
誓
い
息
絶
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
植
木
村
の
住
民
た
ち
が
浄
財
を
持

ち
よ
り
、
乳
母
が
幼
君
を
抱
い
て
隠
れ
て
い
た

岩
を
御
神
体
と
し
て
そ
の
前
に
祠ほ

こ
ら

を
建
て
、
非

業
な
最
後
を
遂
げ
た
乳
母
の
霊
を
〝
守
母
様
”

と
称
し
て
〝
育
児
・
夜
泣
き
止
め
の
神
様
”
と

大
切
に
お
祀ま

つ

り
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
進
行
形
の

物
語
が
東
日
本
大
震
災
だ
。

　

間
も
な
く
１
年
を
迎
え
る
。

　

あ
の
日
、
震
源
か
ら
遠
い

九
州
の
大
地
は
揺
れ
な
か
っ

た
の
だ
が
、
人
の
心
は
激
し

く
揺
れ
た
。

　

ま
た
春
が
巡
っ
て
く
る
。

　

震
災
１
年
を
期
に
復
興
を

加
速
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と

の
想
い
に
駆
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
未
曾
有
の
災
難

を
乗
り
越
え
て
日
本
人
が
強

く
な
っ
た
、
た
く
ま
し
く

な
っ
た
と
誇
れ
る
よ
う
に
、

未
来
に
語
り
継
い
で
い
き
た

い
も
の
だ
。

　

悲
劇
の
物
語
で
は
な
く
、

人
間
の
強
さ
を
示
す
不
屈
の

物
語
と
し
て
。

　

直
接
に
は
揺
れ
な
か
っ
た

こ
の
須
恵
町
だ
が
、
ま
ず
は

自
分
の
心
の
揺
れ
を
抑
え
て
。

　
　
　
　
　
　

田
ノ
上　

真

　

取
材
で
、
守
母
伝
説

を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

須
恵
町
に
語
り
継
が

れ
る
歴
史
の
ロ
マ
ン
と

い
う
に
は
哀
し
い
物
語

だ
。

由 

来

守母神社大祭

第3回

貝野 勝是 さん

黒木 久行 さん

御手洗　昇 さん
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開会を宣言する三⻆議長

平成23年第４回定例会は、12月８日から12月16日までの９日間で行われ、提案された
議案15件および意見書１件は、原案のとおり可決・承認されました。

限られた財源の中、予算確保は適正か
平成23年度  一般会計補正予算 9,628万円全員 賛成で可決！

12月定例会

金
２
２
８
６
万
７
０
０
０
円
、
農
林
水

産
業
費
の
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
費

補
助
金
６
０
５
万
９
０
０
０
円
、
教
育

費
の
第
二
小
学
校
学
級
数
増
加
に
伴
う

経
費
７
６
０
万
円
、
災
害
復
旧
費
の
東

原
林
道
佐
谷
観
音
谷
地
区
災
害
復
旧
工

事
費
５
８
０
万
円
等
の
増
額
で
す
。

　

ま
た
、
※
債
務
負
担
行
為
の
補
正
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

費
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）
３
カ
年

で
限
度
額
３
６
０
０
万
円
、
住
民
記
録

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
関
連
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
（
平
成
23
年
度
～
25
年
度
）

３
カ
年
で
限
度
額
２
２
０
０
万
円
、
第

二
幼
児
園
造
成
工
事
（
平
成
23
年
度
～

24
年
度
）
２
カ
年
で
限
度
額
７
０
０
０

万
円
を
新
た
に
追
加
設
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

関
連
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
に
つ
い

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ

り
外
国
人
登
録
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
外

国
人
住
民
に
つ
い
て
も
住
民
票
を
作
成

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
電
算
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
も
の
で
す
。

◇
公
共
下
水
道
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
９
５
７
５
万
６
０
０
０
円

を
減
額
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
９
億
６

０
８
９
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
補
助
金

減
額
確
定
に
伴
う
下
水
道
工
事
量
の
減

等
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
３
５
万
９
０
０
０
円
を
追

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
７
８
６
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
30
億
２
５

０
１
万
８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
22
年
度
の
実

績
に
基
づ
く
療
養
給
付
費
負
担
金
の
精

算
金
と
23
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
見
込

み
に
お
い
て
不
足
が
生
じ
る
高
額
療
養

費
お
よ
び
24
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保

険
証
カ
ー
ド
化
に
伴
う
費
用
等
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
６
５
万
７
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
９
１

６
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
で
、
22
年
度
分

保
険
料
に
お
い
て
23
年
４
月
と
５
月
に

納
入
さ
れ
た
分
を
23
年
度
に
広
域
連
合

に
納
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
９
６
２
８
万
１
０
０
０
円
を

追
加
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
79
億
７
３

６
万
１
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
特
例
交

付
金
が
交
付
額
の
確
定
に
よ
り
４
３
６

万
円
の
減
額
、
繰
入
金
が
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
取
り
崩
し
額
１
億
５
２
０
０

万
円
の
減
額
、
財
産
収
入
の
町
営
住
宅

等
不
動
産
売
払
い
収
入
１
億
２
０
５
４

万
６
０
０
０
円
、
諸
収
入
の
福
岡
県
市

町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金
１
億
円

な
ら
び
に
福
岡
県
町
村
会
か
ら
の
助
成

金
１
０
０
０
万
円
等
の
増
額
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
全
体
を
と
お
し
て
人
事

院
勧
告
お
よ
び
人
事
異
動
に
伴
い
、
職

員
人
件
費
の
減
額
・
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉

費
の
第
二
幼
児
園
造
成
工
事
費
が
工
事

変
更
に
伴
い
５
８
０
０
万
円
の
減
額
、

総
務
費
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
１

億
２
０
５
４
万
６
０
０
０
円
、
民
生
費

の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

加
し
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
９
６
４
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、
上
の
原
処
理

場
の
跡
地
利
用
計
画
資
料
作
成
業
務
委

託
料
で
す
。

◇
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
支
出
、
営
業
費
用
68
万
８
０

０
０
円
は
人
件
費
の
増
額
、
営
業
外
費

用
12
万
３
０
０
０
円
の
減
額
は
借
入
債

の
額
の
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
収
入
、
企
業
債
５
０
０
万
円

の
減
額
は
石
綿
管
改
良
工
事
に
伴
う
接

続
工
事
が
起
債
対
象
と
認
め
ら
れ
な
い

た
め
、
国
庫
補
助
金
32
万
円
の
減
額
は

補
助
金
確
定
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

資
本
的
支
出
、
改
良
費
３
７
０
０
万

円
の
減
額
は
水
道
工
事
量
の
変
更
に
伴

う
も
の
で
す
。

会　　　計 歳入・歳出 補正額 予算総額 可・否

　一　　　　般　（第３号） 歳　入 96,281 7,907,361 全員賛成で可決歳　出

　国民健康保険　（第２号） 歳　入 77,867 3,025,018 全員賛成で可決歳　出

　後期高齢者医療　（第１号） 歳　入 6,657 239,161 全員賛成で可決歳　出

　公共下水道事業　（第１号） 歳　入 △ 95,756 960,891 全員賛成で可決歳　出

　農業集落排水事業　（第１号） 歳　入 1,359 96,490 全員賛成で可決歳　出

水道事業（第１号）
収益的 収　入 － －

全員賛成で可決支　出 565 568,170 

資本的 収　入 △ 5,320 95,680 
支　出 △ 37,000 245,978 

不
動
産
売
払
い
収
入

　
　
　
　

１
億
２
千
万
円
を
貯
金

保
険
証
を

カ
ー
ド
化
に

下
水
道
工
事
量

「債務負担行為」とは

一人一枚のカード形式に変わる
国民健康保険証（サンプル）

平成23年度歳入歳出補正予算 （単位：千円）

　地方自治法第214条に規定されて
おり、１つの事業や事務が単年度で終
了せずに、後年度においても「負担＝
支出」をしなければならない場合に
は、議会の議決を経てその期間と額を
確定するものです。

シリーズ
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12 ここが聞きたい！
一/般/質/問

コミュニティバス

行
政
区
の
防
災
機
材
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
学
校
別
避
難
体
制
の
確

立
は
で
き
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

　

行
政
区
訪
問
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
様
々
な

課
題
が
出
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

防
災
防
犯
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
言
が
な
か
っ
た
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

　
　
今
泉
総
務
課
長

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
、
災
害
時
の
弱
者
に
対
し

　
　
平
松
教
育
長

　

学
校
別
の
避
難
訓
練
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
年
度
の
教
育
指
導
計

画
の
中
に
盛
り
込
み
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
一
次
的
に
人
命
を
尊
重
し

た
対
応
を
取
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

火
災
、
風
雨
、
地
震
を
想
定
し
た

災
害
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
消
防

署
や
他
の
行
政
機
関
と
連
携
を
と

っ
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

②
③
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
病
院
や
買
い
物
、
他
の

公
共
交
通
機
関
へ
の
乗
り
継
ぎ
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
利
便

を
検
討
し
、
新
た
に
朝
８
時
台
の

佐
谷
～
上
須
恵
線
、
新
原
～
川
子

線
の
２
路
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
運
行

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
用
を

前
提
に
今
後
検
討
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
買
い
物
施
設

へ
の
乗
り
入
れ
は
、
敷
地
内
で
の

事
故
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
の
問
題

も
あ
り
、
警
察
協
議
の
な
か
で
認

定
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

④
３
台
体
制
の
可
能
性
は
、
現
状

で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
要
望
が
あ
れ
ば
、
バ
ス
の
購

入
と
合
わ
せ
て
大
幅
な
ル
ー
ト
や

ダ
イ
ヤ
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

24
年
４
月
か
ら
町
の
有
償
運
営

と
し
て
、
本
格
運
行
を
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

現
行
で
の
運
行
を
基
本
に
軽
微

な
路
線
変
更
や
新
た
な
バ
ス
停
を

新
設
し
、
利
用
し
や
す
い
運
行
を

し
て
い
き
ま
す
。

対
象
者
の
情
報
の
一
元
化
管
理
と

Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
合

わ
せ
た
、
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
須

恵
町
防
災
セ
ン
タ
ー
に
、
災
害
時

に
必
要
な
資
機
材
、
備
蓄
非
常
食
、

救
助
資
機
材
等
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
消
防
分
団
格
納
庫
に

も
土ど

嚢の
う

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、
自

主
防
災
組
織
の
結
成
等
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

の
可
能
性
は
。

　

実
証
運
行
中
は
様
々
な
運
行
実

験
を
し
、
最
も
住
民
の
利
便
性
を

考
慮
し
て
本
格
運
行
へ
移
行
す
る

の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
今
後

の
予
定
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

①
利
用
状
況
は
、
一
日
当
た
り
平

均
１
３
５
人
、
一ひ

と
つ
き月

で
は
４
１
８

２
人
、
一
年
間
で
４
万
６
５
１
２

問問

答

答

災
害
に
備
え

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検
証
は

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
１
万
５
０
０
０
人
を
超

え
る
犠
牲
者
を
出
し
、
な
お
３
６

０
０
人
の
方
々
が
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
発
生
か
ら

９
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
く
る
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
時
と
場
所
を
選

ば
ず
襲
っ
て
く
る
の
も
自
然
災
害

で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
地
域
で
の
防
災

体
制
の
現
況
お
よ
び
災
害
時
で
の

　

２
年
に
及
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
実
証
運
転
も
平
成
24
年
の
３
月

ま
で
と
な
り
、
本
格
運
行
に
す
る

か
を
検
証
す
る
時
期
に
き
て
い
ま

す
。

①
利
用
状
況
は
。

②
通
勤
・
通
学
・
幼
稚
園
送
迎
・

部
活
帰
宅
時
等
の
運
行
利
用
、
佐

谷
～
上
須
恵
線
や
新
原
～
川
子
線

な
ど
午
前
10
持
ま
で
に
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
到
着
し
な
い
路
線
の
検
討

は
。

③
ス
ト
ア
ー
内
の
バ
ス
乗
り
入
れ
、

病
院
・
公
共
施
設
・
学
校
・
幼
稚

園
な
ど
の
主
要
拠
点
停
車
、
交
通

接
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
等
利
便

非常時に必要な資機材等を備えている
須恵町防災センター

原野 敏彦 議員今村 桂子 議員

答弁中の中嶋町長

答

人
命
を
尊
重
し
た
対
応
を

24
年
４
月
か
ら
本
格
運
行

性
・
採
算
性
は
。

④
３
校
区
を
巡
回
す
る
３
台
体
制

て
、
地
域
の

中
で
気
象
や

災
害
の
情
報

を
伝
え
、
避

難
所
へ
迅
速

か
つ
確
実
な

誘
導
の
支
援

を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、

要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、

地
域
支
え
あ

い
事
業
の
見

守
り
事
業
に

合
わ
せ
て
、
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34 気になる今後のまちづくり 町政を問う！

庁舎職員「朝礼」の様子

　

た
か
が
「
あ
い
さ
つ
」
さ
れ
ど

「
あ
い
さ
つ
」
こ
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
意
識
改
革
を
さ
れ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
　
中
嶋
町
長

　

あ
い
さ
つ
は
人
と
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
、
人
間
関

係
の
始
ま
り
で
あ
り
大
切
な
も
の

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
地
域
の
行
事

等
に
は
極
力
参
加
し
、
運
営
に
当

た
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

町
職
員
の
中
に
も
あ
い
さ
つ
が
苦

１
５
０
０
万
円
ほ
ど
の
増
収
を
見

込
ん
で
お
り
、
ト
ー
タ
ル
で
は
若

干
下
が
る
予
定
で
す
。

②
緊
急
雇
用
対
策
の
実
施
状
況
は

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
臨
時

特
例
基
金
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
、
緊
急
雇
用
事
業
で
４
９
７

０
万
円
、
重
点
分
野
雇
用
創
出
事

業
と
し
て
４
４
３
０
万
円
、
合
計

９
４
０
０
万
円
に
上
る
雇
用
対
策

事
業
を
実
施
し
、
辞
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
や
、
中

高
年
齢
者
の
失
業
者
を
、
１
２
３

人
新
規
雇
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

③
雇
用
対
策
で
、
現
在
企
業
誘
致

は
ま
ち
づ
く
り
課
が
担
当
し
、
商

工
会
の
振
興
及
び
就
職
斡
旋
に
つ

い
て
は
建
設
産
業
課
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
町
の
方
で
一
本
化
し
た
窓

口
を
設
け
、
係
を
置
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
に
も
広
報
・

Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
よ
う
な
形
で
、
商

工
会
・
企
業
組
合
・
行
政
と
三
者

が
一
体
と
な
り
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

職
員
・
町
民
の
目
線
で
考
え
実
践

で
き
る
職
員
・
確
か
な
時
代
認
識

に
立
ち
、
制
度
や
政
策
を
企
画
立

案
し
責
任
を
も
っ
て
実
行
す
る
職

員
・
幅
広
い
視
点
か
ら
柔
軟
に
改

革
で
き
る
職
員
、
こ
れ
ら
の
事
を

基
本
に
職
場
内
あ
る
い
は
職
場
外

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
か
。

③
古
賀
市
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

是
非
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
今
泉
総
務
課
長

①
税
収
の
状
況
と
し
て
、
町
民
税

は
年
間
に
し
て
３
７
０
０
万
円
程

度
減
収
が
見
込
ま
れ
、
法
人
税
に

つ
い
て
は
企
業
数
が
多
い
関
係
で

手
な
者
が
何
人
か
い
た
り
、
組
合

に
未
加
入
の
職
員
が
い
ま
す
の
で
、

オ
ア
シ
ス
運
動
の
推
進
と
と
も
に

今
後
も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
つ
け
る
た
め
の
研
修
は
、

職
員
研
修
基
本
計
画
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
て
行
動
す
る

答

答

雇
用
対
策
を

職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

　

今
日
、
長
引
く
不
況
の
中
で
住

民
の
方
々
の
雇
用
・
収
入
源
の
不

安
が
ま
す
ま
す
深
刻
の
度
を
増
し

て
い
ま
す
。

①
町
民
税
の
税
収
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

　

古
賀
市
・
志
免
町
は
雇
用
対
策

の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
古

賀
市
で
は
、
市
民
の
就
労
を
支
援

す
る
た
め
「
古
賀
市
無
料
職
業
紹

介
所
」
を
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
須
恵
町
で
は
緊
急
雇
用
対
策
事

業
を
実
施
し
て
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
実
施
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

　

須
恵
町
で
は
、
町
全
体
に
あ
い

さ
つ
が
飛
び
交
う
町
に
な
る
よ
う

に
と
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
の
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

　

各
行
政
区
に
オ
ア
シ
ス
通
り
が

設
置
し
て
あ
り
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
、こ
の
「
オ
ア
シ
ス
通
り
」

を
中
心
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
に
よ
り
、
須
恵
町
の
住
民
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
オ
ア
シ
ス
運
動
、

庁
舎
内
で
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

古賀市庁舎内に開設されている
「無料職業紹介所」

百田 輝子 議員松山 力弥 議員

答

問 一
本
化
し
た
窓
口
を
設
け
る

問 研
修
を
行
っ
て
い
く
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5どげんなっとうと？
一/般/質/問

数
年
前
か
ら
オ
ア
シ
ス
運
動
が
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
ど
こ
で
も
誰
と
で
も
挨

拶
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

須
恵
町
で
の
現
在
ま
で
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
対
応
策
を
問
い
ま

す
。

　
　
平
松
教
育
長

　

オ
ア
シ
ス
運
動
は
、
本
町
で
は

昭
和
58
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る

に
は
、
ま
ず
挨
拶
が
大
切
と
し
て

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
21
年
６
月
議
会

◇ 

そ
の
後 

◇

　

が
ん
に
よ
る
死
亡
者
数
を
減
少

さ
せ
る
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
を
向
上
し
、
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
診
勧か

ん
し
ょ
う奨

と
し
て
、

ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
が
ん
検
診
の

受
診
に
必
要
な
費
用
を
助
成
す
る

事
業
を
行
い
、
健
康
意
識
の
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
９
月
に
は
、

受
診
率
向
上
の
一
環
と
し
て
、
乙

植
木
区
の
協
力
を
頂
き
、
身
近
な

場
所
で
受
診
が
出
来
る
よ
う
に
、

乙
植
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
住
民
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
が
ん
検
診
推
進
事
業
へ
の
取
組
】

◇
平
成
21
年
12
月
～
女
性
特
有
の

が
ん
（
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
）

検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
現
在
、
各
行
政
区
・
学
校
・

社
会
教
育
団
体
と
の
連
携
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
商
工

会
・
企
業
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
話
を

し
、
挨
拶
が
飛
び
交
う
素
晴
ら
し

い
町
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
中
嶋
町
長

　
「
や
っ
て
み
せ
、
言
っ
て
聞
か

せ
て
、
さ
せ
て
み
せ
、
ほ
め
て
や

ら
ね
ば
、
人
は
動
か
じ
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　

大
人
が
や
っ
て
み
て
、
子
ど
も

た
ち
が
気
持
ち
の
い
い
挨
拶
を
し

た
ら
ほ
め
て
や
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

に
お
い
て
、
オ
ア
シ
ス
運
動
の
復

活
を
説
明
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

今
現
在
の
取
り
組
み
は
、
各
行

政
区
に
オ
ア
シ
ス
通
り
を
指
定
し

て
い
た
だ
き
、
23
年
９
月
に
オ
ア

シ
ス
通
り
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
、

24
年
度
か
ら
の
事
業
と
し
て
指
定

し
た
道
路
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
プ
リ

ン
ト
し
、
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
し
、
こ
の
運
動
を
定
着
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
児
童
運
営
委
員
会
、

中
学
校
で
は
生
徒
会
が
運
動
の
中

心
と
な
り
全
校
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
ど
の
学
校
で
も
気
持
ち
の

い
い
挨
拶
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
対
象
者
）

＊
大
腸
が
ん
：
40
・
45
・
50
・
55

　

・
60
歳
の
男
女

　

集
団
検
診
で
受
診
で
き
る
体
制

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

個
別
検
診
で
受
診
で
き
る
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
医
師

会
と
協
議
す
る
予
定
で
す
。

【
子
宮
頸
が
ん
等

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
へ
の
取
組
】

◇
平
成
23
年
３
月
～
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
接
種
費
用
の
助
成
を

開
始
し
ま
し
た
。

（
対
象
者
）

＊
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
：

　

高
校
１
年
生
の
女
子
（
平
成
23

年
４
月
～
対
象
者
の
枠
を
広
げ
、

中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
の

女
子
と
し
ま
し
た
。）

＊
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
：
０
～
４
歳

＊
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
：

　

０
～
４
歳

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
事

業
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
継
続
す

る
よ
う
国
で
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
対
象
者
）

＊
子
宮
頸
が
ん
：
20
・
25
・
30
・

　

35
・
40
歳
の
女
性

＊
乳
が
ん
：
40
・
45
・
50
・
55
・

　

60
歳
の
女
性

　

集
団
検
診
や
個
別
検
診
（
県
内

広
域
医
療
機
関
含
む
）
で
受
診
で

き
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

◇
平
成
23
年
度
～
大
腸
が
ん
検
診

の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
付
を
追

加
し
ま
し
た
。

答

答

オ
ア
シ
ス
運
動
を
問
う

ど
う
な
っ
た
？

が
ん
対
策
の
充
実
は

　

今
、
ど
の
自
治
体
で
も
挨
拶
運

動
の
推
進
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
の
震
災
で
の
教
訓
と
し
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
絆
の
大

切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
た
る
も
の
が
挨
拶
だ
と

思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
行
政
区
を
中
心
に
老
人
ク
ラ

ブ
等
、
各
種
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
活
動
を
と
お
し
て
、

　

が
ん
は
日
本
の
死
亡
原
因
の
第

１
位
で
、
死
因
の
３
割
を
占
め
て

お
り
、
日
本
は
世
界
一
の
が
ん
大

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
取
り
組
み
や
検
診
受
診
率

を
上
げ
る
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
国
の
予
算
で
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
付
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
の
対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
中
嶋
町
長

　

検
診
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
、

受
診
し
や
す
い
形
態
を
作
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
配
付
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
福

岡
県
に
通
達
が
き
て
い
な
い
そ
う

で
、
具
体
的
な
内
容
が
分
か
っ
た

時
点
で
報
告
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。　
（
平
成
21
年
６
月
定
例
会
）

検診車

藤石 豊 議員

新原北交差点「オアシス運動」看板

「執行部の答弁は実行されているのか？」

一般質問のその後
過
去
の
一
般
質
問
の

状
況
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

問

問

定
着
さ
せ
た
い

答
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工
事
関
係
議
案

Chairperson Communication 
議｜長｜通｜信

三⻆ 良人 議長

議　　長：三⻆　良人
委 員 長：今村　桂子
副委員長：合屋　伸好
委　　員：百田　輝子
委　　員：田ノ上　真

　町議会の活動状況を知るため
に、どなたでも傍聴できます。
　申し込みの受付は、役場４階議
会事務局で行っています。
　なお、次の定例議会は３月２日
からの予定です。

広報特別委員会
お知らせ

給食を試食する文教厚生委員会委員

森林・林業・林産業活性化九州大会

水道工事の様子

委員会レポート a committee report

総
務
建
設
産
業
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

　

平
成
23
年
の
漢
字
一
文
字
は
、『
絆
』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

衆
人
一
致
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

個
人
と
し
て
は
、
違
う
言
葉
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
も
質
疑
応
答
の
な
か
で
、
何
度
も
こ
の
言
葉

が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

絆
は
「
糸
」
に
「
半
ば
」
と
書
き
ま
す
。（「
紲
」
と
も

書
く
そ
う
で
す
。）

　

糸
の
半
分
を
自
分
が
持
ち
向
こ
う
半
分
を
他
の
人
が

持
っ
て
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

結
婚
で
は
赤
い
糸
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
糸

は
「
運
命
の
糸
」
で
あ
り
、
そ
の
繋
が
り
が
『
絆
』
だ
と

自
分
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
家
族
・
友
人
・
隣
近
所
た
く
さ
ん
の
「
糸
」
が

須
恵
町
に
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

平
成
23
年
11
月
30
日
、
第
１
小
学
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
購
入
し
た
電
子
黒
板
、
各
教
室
に
設
置
さ

れ
た
扇
風
機
な
ど
の
備
品
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
床
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
給
食
室
や
修

理
予
定
の
渡
り
廊
下
の
天
井
等
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

栄
養
士
さ
ん
か
ら
、
給
食
に
つ
い
て
材
料
の
安
全
性

や
栄
養
面
で
配
慮
し
て
い
る
こ
と
等
を
伺
い
、
試
食
を

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
・
中
学
校
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
23
年
10
月
25
日
、宮
崎
県
で
行
わ
れ
た「
森
林・

林
業・林
産
業
活
性
化
九
州
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

九
州
７
県
の
促
進
議
員
連
盟
と
林
業
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
活
性
化
と
山
村
地
域
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、帰
り
に
は
「
あ
さ
ぎ
り
町
役
場
」
を
訪
れ
「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
地
球
温
暖
化
問
題
を
は
じ
め
、
広
範
囲

に
及
ぶ
大
き
な
問
題
で
す
。
森
林
を
抱
え
る
当
町
で

も
身
近
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

山
を
守
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

◇
下
水
道
工
事
の
変
更
施
工

①
赤
坂
地
区
管
渠
築
造
工
事

②
上
須
恵
地
区
管
渠
築
造
工
事

③
大
島
原
地
区
管
渠
築
造
工
事

　

事
業
費
４
億
２
６
３
０
万
円
が

３
億
４
１
６
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
対
象
事
業
要
望
よ
り
約

40
％
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り

ま
す
が
、
平
成
22
年
度
は
約
25
％

カ
ッ
ト
と
要
望
通
り
に
は
い
か
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
で
き
な
か
っ
た
分
は
24
年

度
優
先
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
水
道
工
事
の
変
更
施
工

　

今
回
の
変
更
は
、
下
水
道
工
事

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

①
赤
坂
地
区
水
道
管
切
替
工
事

②
旅
石
地
区
水
道
管
切
替
工
事

③
上
須
恵
地
区
水
道
管
切
替
工
事

④
大
島
原
地
区
水
道
管
切
替
工
事

◇
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

内
原
～
大
谷
線
道
路
改
良
工
事

請
負
金
６
１
２
１
万
５
０
０
０
円

が
７
１
６
２
万
１
５
５
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
理
由
は
、
橋
梁
補

強
を
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
に
、

お
よ
び
地
元
甲
植
木
農
区
の
要
望

で
も
あ
る
大
谷
た
め
池
へ
の
不
法

投
棄
防
護
柵
の
設
置
な
ら
び
に
舗

装
工
等
で
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
第
二
幼
児
園
造
成
工
事
の
変
更
施
工

　

今
回
の
変
更
は
、
開
発
事
前
協

議
に
お
い
て
県
か
ら
指
摘
事
項
が

多
数
あ
っ
た
た
め
、
変
更
の
必
要

が
生
じ
た
も
の
で
す
。

　

変
更
の
内
容
は
、
工
事
量
・
事

業
費
の
減
お
よ
び
緑
地
工
・
汚
水

工
・
給
水
工
の
削
除
、
地
下
貯
留

槽
工
の
追
加
で
す
。

　

事
業
費
１
億
円
が
７
０
０
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

事
業
費
１
億
９
６
０
０
万
円
が

１
億
５
９
０
０
万
円
に
な
り
ま
し

た
。　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

追
加
工
事
等
に

よ
り
契
約
変
更

事
前
協
議
で

県
か
ら
指
摘
が

要
望
通
ら
ず

補
助
金
削
減

下
水
道
工
事
に
伴
い

そ
の
他
の
議
案

◇
須
恵
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
須
恵
町
重
度
障
害
者
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
町
営
路
線
の
区
域
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
町
営
路
線
の
廃
止

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◇
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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